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研究成果の概要（和文）： 

 本研究では、日本の 19 世紀における版画の歴史を再構築することを目指した。結果とし
ては、幕末から明治における版画媒体、特に木版画（浮世絵版画）の諸作品、諸作家につ
いての成果を挙げる事ができた。またこれらと同時期にやはり行われた版画技術である石
版画や銅版画と、木版画との研究についても、そのテーマの共通性についてなど、明らか
にした。 
 
研究成果の概要（英文）： 

In this study, I aimed to reconstruct the history of 19th century Japanese prints.  

As a result, the media prints in Edo and Meiji, in particular woodblock prints of 

various works, was able to deliver exceptional results for various artists. 

Lithograph and etching and engraving technology, these were also the same time also 

for research and woodblock prints, and about the common theme was found. 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は、１９世紀の日本の版画史をテー
マとした。しかし研究開始当初においては、
以下の通りの状況であった。 
（１）まず日本の版画史における時代区分と
しての「１９世紀」が、まず設定されていな
かった。 
（２）また当該時期の版画研究においても、
１８５０年代までの木版画(浮世絵版画)研

究が、作家の個人研究を中心に行われ、一方
ではおおむね１８６８年以降の石版画、写真
の研究が個々に行われており、表現に表れた
技法間の影響関係について触れた研究は存
在していなかった。 
（３）さらに当該時期の木版画研究に限って
述べたとしても、葛飾北斎、歌川広重、歌川
国芳といった一部の作家は注目されている
が、それ以降（主として１８６０年代以降）
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の作家たちについては、全くと言ってよいほ
ど研究が進んでいないのが現状であった。 
 研究開始当初における研究の動向につい
て、以下は具体的に述べる。 

従来の日本版画研究では、これを通史とし
て、あるいは各時代の版画史としてとらえる
試みは少なく、多くは技法(木版画、銅版画
など)ごと、そして時代を区切った発展史と
して語られてきた。唯一、日本版画史の総体
として刊行されたのは、梅原龍三郎監修『日
本版画美術全集』(全八巻、１９６０～６２
年、講談社)である。また版画の技法という
観点から、日本の版画のみならず、絵画作品
の複製技術として発展した西洋版画の流れ
をも概観した町田市立国際版画美術館編『版
画の技法と表現』(１９８７年、町田市立国
際版画美術館)は、研究蓄積の少ないこの分
野では貴重な研究と言えるだろう。１９世紀
以降の版画に着目した研究としては、主に展
覧会開催という形で行われてきた。近年では
『版画・８０年の軌跡』展図録(１９９６年、
町田市立国際版画美術館)、『描かれた明治ニ
ッポン～石版画〔リトグラフ〕の時代～』展
図録(神戸市立博物館他、２００２年、神戸
市立博物館)などがあり、そのいずれもが１
８６８年(明治維新)以降の木版画、銅版画、
石版画などを精力的にとりあげて展観した
ものである。こうした展覧会の開催や、展覧
会での研究成果をまとめた青木茂監修『近代
日本版画の諸相』(１９９８年、中央公論美
術出版)が刊行されるなど、これまで等閑視
されてきた近代の版画研究は、徐々にその厚
みを加えつつある。しかしこうした研究はい
ずれもその起点を１８６８年(一部は米国艦
隊が来航した１８５３年)に置いたものであ
り、本研究が設定する時期すべてを網羅する
ものとは言えない。一方、１９世紀半ばまで
の版画についての研究は、個々の作家研究、
作品研究にとどまっている。さらに１８６０
年以降については、作品数が飛躍的に増大す
るにもかかわらず、数少ない作家研究、作品
研究が行われているに過ぎない。 
自らが、本研究に至った経緯について述べ

る。私はこれまで一貫して幕末から明治初期
の美術作品と作家を、いわゆる近代とはどの
時期を起点とするのか、というテーマのもと
研究してきた。旧論｢月岡芳年歴史画考｣(『美
術史』１４１冊、１９９６年)では、従来、
１８９０年代後半以降に芽生え始めるとさ
れてきた歴史画の萌芽を、１８９２年に亡く
なったこの作家の作品群に認めることが出
来る事を確認した。また｢『前賢故実』の波
紋｣(練馬区立美術館編『菊池容斎と明治の美
術』展図録、１９９９年)では、１８６８年
に刊行された菊池容斎著の版本『前賢故実』
が、すでに１８９０年代後半以降の歴史画の
原型を備えており、かつこれが先に挙げた月

岡芳年を通じて、明治後の木版画作家たちに
受け継がれ、さらには日本美術院の画家達が
描く歴史画とも一脈を通じている事を明ら
かにした。また２０００年に美術館勤務とな
って以降は、１９世紀初頭から半ばにかけて
活躍した葛飾北斎や歌川広重、歌川国芳とい
った作家の研究を通じて、主として銅版画の
技法に学んだ西洋画法や外来染料の導入に
よって得られた作品が数多くあることを確
認、単に木版画の発達史のみでは語れない、
版画史としての視点の重要さを認識した。併
せて従来、１８６８年を分岐点としていた１
９世紀の日本版画研究であるが、技術におけ
る、また表現における連続性に着目する事が
必要であると確認できた。旧論｢｢名所｣の変
貌―小林清親「日本名勝図会」をめぐって」
(菅原真弓編『名所の変貌』展図録、２００
３年、中山道広重美術館)では、独学で木版
画を学んだこの作家に、歌川広重作品の強い
影響が見て取れる事、またさらに２０世紀の
日本の版 
画においても、同様に歌川広重作品の影響が
見られる事を明らかにした。そしてそれが、
単なる前時代の懐古的な営みではなく、表現
の主体的継承と言うべきものであることを
確認した。わたしは当時、主として木版画に
ついて研究を進めてきたが、本研究ではこれ
を踏まえた上で、１９世紀の版画全体に視野
を広げ、かつ複製技術という観点からも版画
をとらえることとした。 
 
 
２．研究の目的 
１９世紀日本における版画、および広い意

味での複製芸術制作の実態を、作品に即して
検討し、従来、１８６８年の明治維新を以っ
て分断されていた日本版画史の１９世紀像
を再構築することを、まず最も大きな目的と
した。 
日本における１９世紀の版画は、木版画は

もとより、１８世紀後半に将来した銅版画が
既にあり、１９世紀半ば、幕末には写真や石
版画の技術が伝えられるなど、複製技術の
様々な技法が日本において花開いた時期と
言え、日本版画史の中でも最も充実した時代
と言える。また版画を、広い意味での複製芸
術としてとらえると、芸術作品としてのみな
らず、大量頒布が可能な技術であるが故に、
新聞や雑誌などの媒体にも用いられ、挿絵や
あるいは広告として産業にも寄与していく
こととなった。これは、手作業での版画制作
から機械を用いた大量生産へという、美術を
超えた社会の動きとも連動している。本研究
の具体的な目的としては、１９世紀初頭から
の版画作品を網羅すべく作家の伝記調査と
作品調査を行い、それぞれの版画技術が相互
に与えた影響関係について考察し、明らかに



していくことがある。また、新聞や雑誌とい
う媒体で挿絵あるいは口絵などを担当した
作家たちについては、これまでにまとまった
研究が存在しないことから、事跡と作品の詳
細な調査を行い、資料化を行うことを目的と
した。 

 
 

３．研究の方法 
 前項にも記したように、木版画を中心とし
た当該時期の複製媒体について、作家、作品、
そして発表媒体の詳細な調査を行い、これら
を資料化した。また、個々の調査結果につい
ては、資料を掲載した論文として、発表を行
った。 
 以下、研究方法についての具体的な事柄を
述べる。 

本研究でテーマとする１９世紀版画(とり
わけ１９世紀後半の木版画)については、図
柄を特定できる視覚資料(図録など)が一般
に乏しく、対象とする版画作品もしくは新聞、
雑誌等に掲載された作品のカラー図録の刊
行およびデータベースの作成が急務となっ
ている。作品の撮影には近年の美術史学にお
ける画像資料構築の趨勢に従い、従来からの
３５ミリリバーサルフィルムによる撮影と、
高精度（１２００万画素クラス）デジタル一
眼レフカメラによるデジタル撮影を併用し、
データ保存の永続性と使用の簡便性の両面
を追求した。また、これまですでに調査済み
の作例（葛飾北斎、歌川広重、歌川国芳、月
岡芳年、小林清親等の木版画作品と｢やまと
新聞｣などの新聞紙面）については、スライ
ドスキャナを用いて高解像度デジタルデー
タ化を順次進行した。これらを作品の詳細デ
ータと共にデータベース化し、当該分野の基
礎資料として公開する予定であるが、それは
本研究計画終了後である今年度（2011 年度）
の課題として持ち越されることとなった。 

作品調査については、版画という性格上複
数枚存在し、摺りの良し悪しも懸念されると
ころではあるが、原則として国内機関に所蔵
されている作品とする。また申請者が所属す
る京都造形芸術大学には、１８００点にも及
ぶ明治版画の貴重なコレクション(大江直吉
コレクション；科学研究費の助成を受け、デ
ータベースを制作済み)がある。またこれに
加え、新たに寄贈を受けた１００点を越える
当該時期の版画作品がある。私は大江コレク
ションのデータベース制作に美術史の側面
から協力をしてきたが、新たに寄贈を受けた
作品については、最初に作品調査を行い、所
属大学所蔵作品のデータ公開に寄与する事
とした。なお本研究にとって重要で、かつ調
査の必要性が強く感じられる作品に限って
は、海外調査を行うこととしていたが、これ
は機関での業務遂行上、諦めざるをえなかっ

た。 
文献史料からの検討は、公刊されている江

戸期、明治期の日記類、随筆類、新聞などか

ら関連する記事の抽出収集を行った。また

『新小説』や『風俗画報』などの雑誌、｢東

京日日新聞｣や｢やまと新聞｣など新聞の挿絵、

口絵に加えて付録類、関連記事の精査もあわ

せて行い、全体像を明らかにした。 
 
 
４．研究成果 
 １９世紀の複製媒体すべてを視野に入れ
た研究ではあるが、やはり自らの研究土台と
なる木版画という媒体を主軸に据えて、それ
との比較において他の媒体について検討す
る視線へとシフトしていくこととなった。こ
れは、１９世紀の木版画という媒体自体につ
いての研究が、未だ層が浅いためである。と
は言え、幕末から明治初年における木版画の
調査結果は充実したものとなった。 
一方、とりわけ明治期に入ってからの木版

画は他の複製媒体との関係が深く、また単に
一枚刷りの製品としての版画としてだけで
なく、その進出範囲は幅広いものとなってい
る。 
研究初年度にあたる 2007 年度にはまず、

これまでの木版画研究をまとめた学位申請
論文「十九世紀日本版画における風景主題と
歴史主題」を提出、翌 2008 年 7 月に学位を
取得した。同年には、学位論文の一章でもあ
った小林清親における歌川広重受容につい
ても、学内研究紀要に発表した。 
翌 2008 年度には、修士論文をまとめるた

めの研究から長年に渡って調査などをすす
めてきた、月岡芳年についてまとめた論文を
発表することができた。これは『激動期の美
術』（ぺりかん社）の中に収められ、公刊す
ることができた。併せて芳年については、そ
の画業において最も注目されてきた、一連の
「血みどろ絵」について、初めて研究者の立
場からこれをまとめ、学内の研究紀要に発表
した。また同時にこの年は、江戸期の木版画
として常に一定の注目を集めながら、しかし
ながら研究の俎上にはあがっていなかった
「春画」についても、葛飾北斎の諸作品を中
心にまとめることができた。 
2009 年度には、07 年度に提出をした学位

論文を基に、これを加筆修正し、単行書『浮
世絵版画の１９世紀』として公刊した。また、
この書籍にまとめるにあたって、学位論文提
出後に新たに研究の進捗をみた、歌川広重と
「木曽海道六拾九次」に関する口頭発表を、
美術史学会西支部零回にて行う事ができた。
この発表内容を、前述の単行書に反映させて
いる。 
 最終年度にあたる 2010 年度には、木版画
との関係を踏まえた他の複製媒体に着目し、



モティーフの共通性について述べた研究論
文を発表した。版画の技術が成しえたこと、
そして共通するモティーフを選ばざるを得
なかった時代背景についても言及を行い、
様々な版画技法とその関係性について、いさ
さかの知見を述べることができた。 
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